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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

薩摩川内市男女共同参画審議会 ひとみらい政策課

薩摩川内市男女共同参画推進検討会 ひとみらい政策課

薩摩川内市男女共同参画基本計画の推進 ひとみらい政策課

② 市民の意見を反映させた男女共同参画関連施
策の策定・実施

薩摩川内市男女共同参画専門委員 ひとみらい政策課

子育てサポーター養成講座（親の在り方
について学ぶ）

社会教育課

消費生活相談・市民相談・行政相談 障害・社会福祉課

人権擁護委員活動 市民課

何でも相談室 ひとみらい政策課

①広報活動を通じた男女共同参画に関する普
及・啓発

市政広報媒体を活用した男女共同参画の
普及啓発

広報室

男女共同参画推進事業（情報紙の発行） ひとみらい政策課

男女共同参画週間等における広報啓発 ひとみらい政策課

男女共同参画推進事業（出前講座の実
施）

ひとみらい政策課

③市職員の男女共同参画に関する理解促進 市職員研修 ひとみらい政策課

　
１
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻
害
す
る
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、

意
識
の
改
革

　
⑴
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
制
度
や
慣
行
の
見
直
し

①男女共同参画の推進に関する施策の総合的・
計画的実施

③社会的性別(ジェンダー）に配慮した相談体制
の充実

　
⑵
　
広
報
・
啓
発
活
動
を
通
じ
た
男
女
共
同
参
画
に

　
　
　
つ
い
て
の
理
解
促
進

②男女共同参画の理解を深めるための普及・啓
発と情報提供
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画
的に推進するため、審議会を1回開催した。(2回予定
していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため中止し、資料配布のみ）

67
引き続き、男女共同参画の推進に関する施策を総合
的かつ計画的に推進するため、審議会を開催する。

177

男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画
的に推進するため、関係課で構成する検討会を開催
した。

－
引き続き、男女共同参画の推進に関する施策を総合
的かつ計画的に推進するため、関係課で構成する検
討会を開催する。

－

基本計画の総合的・計画的な推進を図るため、平成
28年度に策定した実施計画の進行管理を行った。

－
引き続き、基本計画の総合的・計画的な推進を図る
ため、平成28年度に策定した実施計画の進行管理を
行う。

－

市が実施する男女共同参画の推進に関する施策若し
くは男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められ
る施策についての苦情又は男女共同参画の推進を阻
害する要因によって人権が侵害された場合の事案に
ついて、市民からの申出を適切かつ迅速に処理す
る。⇒事案なし。

0

市が実施する男女共同参画の推進に関する施策若し
くは男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められ
る施策についての苦情又は男女共同参画の推進を阻
害する要因によって人権が侵害された場合の事案に
ついて、市民からの申出を適切かつ迅速に処理す
る。

15

子育てに関する悩みを持つ親に対し、きめ細やかな
アドバイス等ができるように「子育てサポーター養
成講座」を実施した。(全4回講座　受講者17人)

43
引き続き、子育てに関する悩みを持つ親に対し、き
め細やかなアドバイス等ができるように研修を実施
する。

83

①消費生活相談員を配置し、市民の消費生活相談等
に対応した。
②多様化する市民からの相談に対し、専門的な立場
からアドバイスを受けるため、県弁護士会と委託契
約を行い、無料法律相談を36回実施した。
③行政相談委員による定例行政相談を実施した。

3,988

①消費生活相談員を配置し、市民の消費生活相談等
に対応する。
②多様化する市民からの相談に対し、専門的な立場
からアドバイスを受けるため、県弁護士会と委託契
約を行い、無料法律相談を実施する。
③行政相談委員による定例行政相談を実施する。

4,314

人権擁護委員による相談を実施した。 － 引き続き、人権擁護委員による相談を実施する。 －

男女を問わず様々な問題を抱える人を支援するた
め、まちあいサロンに「何でも相談室」を設置し、
相談に応じるとともに、必要に応じ専門機関の紹介
等を行った。（相談件数：34件）

276

引き続き、男女を問わず様々な問題を抱える人を支
援するため、まちあいサロンに「何でも相談室」を
設置し、相談に応じるとともに、必要に応じ専門機
関の紹介等を行う。

303

本市が発行する「広報薩摩川内」において、年間3
回、男女共同参画に関する各種情報の特集ページを
組み、市民意識の普及・啓発を図った。

－

本市が発行する「広報薩摩川内」において、年間2
回、男女共同参画に関する各種情報ページ「とらい
あんぐる」を掲載し、市民意識の普及・啓発を図
る。

－

広報紙の行政トピックス記事に、男女共同参画情報
紙「とらいあんぐる」を3回掲載した。

94
引き続き、広報紙の行政トピックス記事に、男女共
同参画情報紙「とらいあんぐる」を掲載する。

120

男女共同参画週間等における国、県、市の各種事業
紹介や広報啓発を行った。

－
引き続き、男女共同参画週間等における国、県、市
の各種事業紹介や広報啓発を行う。

－

男女共同参画社会についての理解を促すため、各種
団体等を対象に男女共同参画講座を実施した。
（全15回開催　受講者数：821名）
また、中学生を対象に男女共同参画の視点に立った
人権に関する講座を実施した。
（6校で開催　受講者数：640名）

289

引き続き、男女共同参画社会についての理解を促す
ため、各種団体等を対象に男女共同参画講座を実施
する。
また、中学生を対象に男女共同参画の視点に立った
人権に関する講座を実施する。

433

職員を対象に男女共同参画職員研修を行った。（参
加者数 86名）

13
引き続き、職員を対象に男女共同参画職員研修会を
行う。

21
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

国、県、関係団体との連携による情報収
集

ひとみらい政策課

国の情報収集及び広報 ひとみらい政策課

市民アンケート調査の実施・分析 ひとみらい政策課

児童生徒の意識調査の実施検討 ひとみらい政策課

日本女性会議 ひとみらい政策課

②調査や統計における男女別等統計（ジェン
ダー統計）の充実

各種調査における性別によるデータの集
計・分析及び結果の施策への反映

ひとみらい政策課

①メディアに対する男女の人権に配慮した表現
等の要請

メディアに対する協力要請 ひとみらい政策課

市政広報活動 広報室

男女共同参画の視点からの公的広報の手
引きの浸透

ひとみらい政策課

中央図書館

文化課

各課共通

③メディア･リテラシーの向上のための取組
男女共同参画推進事業（出前講座の実
施）

ひとみらい政策課

　
⑶
　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
調
査
研
究
、

情
報
収
集
・
提
供
の
充
実

①男女共同参画の現状等に関する情報等の収集･
提供

②公的広報・出版物等における男女共同参画の
視点に立った表現への配慮

男女共同参画の視点からの所管書籍等へ
の留意

　
⑷
　
メ
デ
ィ

ア
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
メ
デ
ィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上

　
１
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻
害
す
る
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、

意
識
の
改
革
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

国、県、関係団体と連携し、情報収集を行った。 －
引き続き、国、県、関係団体と連携し、情報収集を
行い、本市施策や講座等に活用する。

－

国から提供される国内外の情勢や動向における情報
（文書・ポスター・チラシ・メール等）の掲示・配
付を行った。

－
引き続き、国から提供される国内外の情勢や動向に
おける情報（文書・ポスター・チラシ・メール等）
の掲示・配付を行う。

－

男女共同参画に関する事業所アンケート調査に合わ
せ、従業員向けアンケート調査を実施した。

－ 3か年継続して実施したため、今年度は実施せず。 －

小学校、中学校及び高校で実施する男女共同参画講
座を通じ、児童生徒の意識調査（把握）を行った。

－
引き続き、小学校、中学校及び高校で実施する男女
共同参画講座を通じ、児童生徒の意識調査（把握）
を行う。

－

日本女性会議（開催場所：栃木県佐野市）に職員と
市民の2名で参加を予定していたが、台風被災により
開催中止

20 隔年参加予定につき、今年度は参加せず －

男女の置かれている状況を客観的に把握するため
に、各種調査において、可能な限り男女別、年代別
データを集計・分析するよう要請した。

－
引き続き、男女の置かれている状況を客観的に把握
するために、各種調査において、可能な限り男女
別、年代別データを集計・分析するよう要請する。

－

メディアに対し、男女の人権に配慮し、男女共同参
画の視点に立った情報発信が行われるよう働きかけ
を行った。

－
引き続き、メディアに対し、男女の人権に配慮し、
男女共同参画の視点に立った情報発信が行われるよ
う働きかけを行う。

－

本市の広報紙「広報薩摩川内」をはじめとする広報
媒体について、発信する前に不適切な文言等の
チェックを行った。また、使用する写真やイラスト
等についても、服装や外見が固定化されないよう、
視覚に訴える表現等についても配慮した。

－

引き続き、本市の広報紙「広報薩摩川内」をはじめ
とする広報媒体ついて、発信する前に不適切な文言
等のチェックを行う。また、使用する写真やイラス
ト等についても、服装や外見が固定化されないよ
う、視覚に訴える表現等についても配慮する。

－

内閣府発行の「男女共同参画の視点からの公的広報
の手引き」をもとに意識の向上、表現の配慮に努め
た。

－
引き続き、内閣府発行の「男女共同参画の視点から
の公的広報の手引き」をもとに意識の向上、表現の
配慮に努める。

－

新しい情報や取り組みなどが紹介されている図書を
購入し、閲覧や貸出など利用促進に努めた。

－
引き続き、男女共同参画に係る新しい情報等を提供
できるよう関連図書の充実と利用促進に努める。

－

史実に基づき、対等な女性と男性の表現等に留意し
作成した。
※書籍等刊行は歴史資料館、まごころ文学館で発行
■歴史資料館（特別展解説書、年報の刊行）
■まごころ文学館（特別展図録、年報の刊行）

－

引き続き、史実に基づき、対等な女性と男性の表現
等に留意し作成する。
※書籍等刊行は歴史資料館、まごころ文学館で発行
■歴史資料館（特別展解説書、年報の刊行）
■まごころ文学館（特別展図録、年報の刊行）

－

女性の性的側面のみが強調されているなど、価値観
を歪めるような雑誌及び固定的な性別役割分担意識
を助長するような書籍等へ警告を行った。

－
引き続き、女性の性的側面のみが強調されているな
ど、価値観を歪めるような雑誌及び固定的な性別役
割分担意識を助長するような書籍等へ警告する。

－

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

教職員の研修の充実(管理職・初任者・
経験者研修）

学校教育課

学校教育課

子育て支援課

男女共同参画推進事業（出前講座の実
施）

ひとみらい政策課

郷土教育、道徳教育の充実 学校教育課

人権教育、性教育の充実 学校教育課

中学校における男女共同参画社会の授業
への本市プラン活用

学校教育課

男女共同参画推進事業（出前講座の実
施）

ひとみらい政策課

まちづくり出前講座 ひとみらい政策課

②社会教育における男女共同参画に関する教
育・学習の推進

社会教育における男女共同参画に関する
教育・学習の推進

社会教育課

生涯学習（家庭教育学級等）の推進 社会教育課

子育てサポーター養成講座（親の在り方
について学ぶ）

社会教育課

保育所、幼稚園職員研修

②学校教育活動全体を通した人権尊重と男女平
等を推進する取組の充実

　
⑵
　
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
理
解
促
進

①地域社会における男女共同参画に関する学習
機会の提供

③男女共同参画の視点に立った家庭教育の推進
と相談体制の充実

　
２
　
男
女
共
同
参
画
を
正
し
く
理
解
し
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
推
進
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実

　
⑴
　
学
校
等
に
お
け
る
人
権
尊
重
と
男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
の
充
実

①教育関係者が男女共同参画を正しく理解する
ための研修等の取組の促進
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

市管理職研修会等で啓発を行った。 859 引き続き、市管理職研修会等で啓発を行う。 750

幼稚園教諭等研修会で啓発を行った。 － 引き続き、幼稚園教諭等研修会で啓発を行う。 －

保育所等職員研修で啓発を行った。 － 引き続き、保育所等職員研修で啓発を行う。 －

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

①各学校の道徳教育・郷土教育充実へ向けての指
導・助言・援助を行った。
②「命を大切にする心を育む日」（毎月15日　各学
校で実施した）
③各中学校区ごとにおける「命の大切さやいじめ問
題を考える授業公開」を行った。
④地区道徳教育研究会への参加と研究を行った。

－

①各学校の道徳教育・郷土教育充実へ向けての指
導・助言・援助を行う。
②「命を大切にする心を育む日」（毎月15日　各学
校で実施）
③各中学校区ごとにおける「命の大切さやいじめ問
題を考える授業公開」を行う。
④地区道徳教育研究会への参加と研究を行う。

－

①人権教育に関する地区人権教育授業実践研修会へ
参加した。
②人権教育に関する研修会及び講演会の開催を支援
した。
③管理職研修会及び養護教諭部会等で性教育につい
ての啓発・指導を行った。

120

①人権教育に関する地区人権教育授業実践研修会へ
参加する。
②人権教育に関する研修会及び講演会の開催を支援
する。
③管理職研修会及び養護教諭部会等で性教育につい
ての啓発・指導を行う。

120

①各学校へ情報提供を行った。
②社会科における本市プランの活用を行った。
③職場体験学習実施時に指導を行った。

－
①各学校へ情報提供を行う。
②社会科における本市プランの活用を行う。
③職場体験学習実施時に指導を行う。

－

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

市のまちづくり出前講座の1つに「男女共同参画講
座」を開設し、出前講座を実施した。

－
引き続き、市のまちづくり出前講座の1つに「男女共
同参画講座」を開設し、出前講座を実施する。

－

子育てに悩みを持つ親等を対象に、｢子育てサロン｣
を開設し、相談やアドバイスを行うほか、相互に情
報を共有した。(49回開催 来室者500組 1,058人)

575
引き続き、子育てに悩みを持つ親等を対象に、｢子育
てサロン｣を開設し、相談やアドバイスを行うほか、
相互に情報を共有する。

654

①幼稚園、小中学校において家庭教育学級を開設し
た。(50学級　14,963人)
②家庭教育学級研修会、家庭教育学級ブロック別講
演会を開催した。(参加者725人)

1,069

①幼稚園、小中学校において家庭教育学級を開設す
る。
②家庭教育学級研修会・家庭教育学級ブロック別講
演会を開催する。

1,122

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

ＡＬＴ派遣事業 学校教育課

教職員に対するカウンセリング研修 学校教育課

スクールソーシャルワーカー配置事業 学校教育課

児童生徒への進路・就学指導 学校教育課

将来を担う子供たちに夢や希望を持たせ
る教育活動の推進

学校教育課

中央公民館自主学級講座・各地域公民館
自主学級講座

社会教育課

男女共同参画推進事業（出前講座の実
施）

ひとみらい政策課

女性チャレンジ委員会 ひとみらい政策課

　
２
　
男
女
共
同
参
画
を
正
し
く
理
解
し
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
推
進
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実

　
⑶
　
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教
育
及
び
能
力
開
発
・
学
習
機
会
の
充
実

①男女共同参画の視点に立った総合的なキャリ
ア教育の推進と進路･就職指導の充実

②生涯にわたる学習機会の充実と能力開発の促
進
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

①小・中学校におけるALT の英語訪問指導を行っ
た。
②中学校英語発表大会への参加と指導を行った。
③英語サマーキャンプへの参加と指導を行った。

31,798
①小・中学校におけるALT の英語訪問指導を行う。
②中学校英語発表大会への参加と指導を行う。
③英語サマーキャンプへの参加と指導を行う。

33,251

①県総合教育センター主催の研修へ参加した。
②校内での学校カウンセリング研修を行った。
③生徒指導主任等研修会を行った。

－
①県総合教育センター主催の研修へ参加する。
②校内での学校カウンセリング研修を行う。
③生徒指導主任等研修会を行う。

－

スクールソーシャルワーカーを各中学校へ配置し、
児童生徒が抱える多様な悩みや相談、不登校等につ
いて、専門的立場から生徒・教師・保護者のカウン
セリングを行い、指導・助言・援助を行った。

4,561

引き続き、スクールソーシャルワーカーを各中学校
へ配置し、児童生徒が抱える多様な悩みや相談、不
登校等について、専門的立場から生徒・教師・保護
者のカウンセリングを行い、指導・助言・援助を行
う。

6,020

児童生徒の相談に応じられるよう相談体制を充実さ
せた。

－
引き続き、児童生徒の相談に応じられるよう相談体
制を充実させる。

－

〔薩摩川内元気塾〕
卒業生を含め、県内外で活躍している先達を招へい
し、講演会や実技研修等を実施した。

2,670
〔薩摩川内元気塾〕
卒業生を含め、県内外で活躍している先達を招へい
し、講演会や実技研修等を実施する。

2,190

各公民館において、自主的にハーモニカ、ピアノ、
コーラス、書道、英会話、料理等の講座を行った。
（中央:58学級801人、地域:43学級491人)

－
引き続き、各公民館において、ハーモニカ、ピア
ノ、コーラス、書道、英会話、料理等の講座を行
う。

－

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

地区推薦及び公募により第8期女性チャレンジ委員会
を発足（委員25人）し、地域の一人ひとりの多様な
問題に寄り添った問題解決のための「地域づくり事
業構想」の策定に取り組んだ。
【任期：令和元年5月29日から令和3年3月31日】

613
令和元年度から取り組んできた地域づくり構想をと
りまとめるとともに、市長に報告書を提出する。

821
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

広報紙等による情報提供 市民健康課

健康相談（成人・母子） 市民健康課

健康増進事業（健康相談・健康教育・訪
問指導・各種がん検診・骨粗鬆症検診・
腹部超音波検診・肝炎ウイルス検診）

市民健康課

自殺対策事業（講演会・定期相談） 市民健康課

自殺対策計画策定
障害・社会福祉課
市民健康課

③性別や男女のニーズに応じた医療，健（検）
診及び相談の環境整備

健康増進事業（健康相談・健康教育・訪
問指導・各種がん検診・骨粗鬆症検診・
腹部超音波検診・肝炎ウイルス検診）

市民健康課

④食育の推進
健康づくり栄養教室、食育の日キャン
ペーン

市民健康課

妊婦・妊婦歯科・乳幼児健康診査・こし
き子宝支援事業

市民健康課

フレフレ子育て読本の交付 市民健康課

母子相談、家庭訪問 市民健康課

母子保健推進員活動 市民健康課

離乳食教室 市民健康課

産後ケア事業 市民健康課

産後ケア応援券交付事業 市民健康課

子育て世代包括支援センター事業 市民健康課

　
３
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
の
保
持
・
増
進

　
⑴
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
支
援

①心身の健康について正しい知識の普及と情報
提供

②男女の身体的違いやニーズを踏まえた健康づ
くりの支援

　
⑵
　
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
健
康
支
援
と
性
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
促
進

①妊娠･出産期における健康管理の充実
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

広報紙や市ホームページ、ＦＭさつませんだい、子
育てポータルサイト、アプリ等を活用した広報を実
施し、広く市民に対する啓発活動を行った。
また、これまで冊子で配布していたフレフレ子育て
読本を電子データ化してポータルサイトへ掲載し、
手軽に閲覧できるようにした。

1,679

引き続き、広報紙や市ホームページ、ＦＭさつませ
んだい、子育てポータルサイト、アプリ等を活用し
た広報を実施し、広く市民に対する啓発活動を行
う。

1,695

男女共同参画の視点に立った健康相談（成人、母
子）を行った。

－
引き続き、男女共同参画の視点に立った健康相談
（成人、母子）を行う。

－

実施機関と連携を図り、性差を考慮した受診しやす
い環境の体制づくりを行った。

96,479
引き続き、実施機関と連携を図り、性差を考慮した
受診しやすい環境の体制づくりを行う。

117,218

自殺に対する正しい理解を広めるため普及啓発活動
及び専門家による健康相談事業を行った。

463
引き続き、自殺に対する正しい理解を広めるため普
及啓発活動及び専門家による健康相談事業を行う。

532

下記について、未実施である。
①計画を推進するために、関係機関、民間団体、行
政等で構成するネットワーク協議会、庁内関係部局
による推進会議を設置する。
②計画の進行状況の把握、点検、評価を行う。

0

①計画を推進するために、関係機関、民間団体、行
政等で構成するネットワーク協議会、庁内関係部局
による推進会議を設置する。
②計画の進行状況の把握、点検、評価を行う。

39

（再掲：上記参照） － （再掲：上記参照） －

各地域の食生活改善推進員等と連携し、①健康づく
り栄養教室・減塩料理教室、②食育の日キャンペー
ン・減塩キャンペーンを実施した。

1,494
引き続き、各地域の食生活改善推進員等と連携した
減塩教室、食育の日キャンペーン等を実施する。

719

妊産婦健診・妊婦歯科健診・新生児聴覚検査、乳幼
児健診・甑地域妊婦健康診査旅費等助成を実施し
た。

96,468
引き続き、妊婦健診・妊婦歯科健診・新生児聴覚検
査、乳幼児健診・甑地域妊婦健康診査旅費等助成を
実施する。

102,286

母子手帳交付時に初妊婦及び転入妊婦に配布した。
また、内容を電子データ化してポータルサイトに掲
載し、手軽に閲覧できるようにした。

0
引き続き、母子手帳アプリ、ポータルサイトの広報
を強化していく。

－

子育て中の人の孤立化や不安を解消するため、男女
共同参画の視点から母子相談及び家庭訪問を行っ
た。また、母子相談では助産師による相談を実施し
た。

－

引き続き、子育て中の人の孤立化や不安を解消する
ため、男女共同参画の視点から母子相談及び家庭訪
問を行う。また、母子相談では助産師による相談を
実施する。

－

地域ぐるみで子育て支援を進めていくため、身近な
相談相手としての重要な役割をもって、訪問活動等
を実施した。また、妊婦の訪問と「こんにちは赤
ちゃん事業」として生後4ヵ月までの乳児家庭全戸訪
問を実施した。

1,915

引き続き、地域ぐるみで子育て支援を進めていくた
め、身近な相談相手としての重要な役割をもって、
訪問活動等を実施する。また、妊婦の訪問と「こん
にちは赤ちゃん事業」として生後4ヵ月までの乳児家
庭全戸訪問を実施する。

2,638

5～6か月児を対象に、離乳食教室を実施した。 －
引き続き、5～6か月児を対象に、離乳食教室を実施
する。

－

出産後の一定期間、助産院等に入所し、母体の保
護・育児支援を受ける利用料を助成した。

334
引き続き、出産後の一定期間、助産院等に入所し、
母体の保護・育児支援を受ける利用料を助成する。

2,634

出産後、助産院等で受ける乳房ケア等のサービスに
利用できる産後ケア応援券を交付した。

785
引き続き、出産後、助産院等で受ける乳房ケア等の
サービスに利用できる産後ケア応援券を交付する。

1,345

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を提供
するため、子育て世代包括支援センターを設置し
た。

11,586
子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠期から
子育て期までの切れ目のない支援の提供を継続す
る。

12,549
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

②周産期医療や救急医療体制、小児医療体制の
確保

医療体制の充実 市民健康課

③不妊治療に関する支援の充実 コウノトリ支援事業 市民健康課

思春期教育・カンガルー事業 市民健康課

教職員、養護教諭研修の充実 学校教育課

学校保健の充実 学校教育課

感染症予防事業 市民健康課

学校保健の充実 学校教育課

広報紙等による啓発活動 市民健康課

民生委員・児童委員及び主任児童委員活
動

障害・社会福祉課

学校保健の充実 学校教育課

広報紙等による啓発活動 市民健康課

学校保健の充実 学校教育課

　
３
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
の
保
持
・
増
進

 
⑵
　
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
健
康
支
援
と
性
に
関
す
る

 
 
　
正
し
い
理
解
の
促
進

④性に関する正しい知識の普及

　
⑶
　
性
感
染
症
、

薬
物
乱
用
、

喫
煙
・
飲
酒
対
策
の
推
進

①性感染症の予防から治療までの総合的対策の
推進

②薬物乱用防止対策の推進

③喫煙・飲酒対策の推進
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

緊急時に市民が安心して診療を受けられる医療体制
の整備・支援を行うため、補助金等を交付した。

68,671
引き続き、補助金等を交付し、緊急時に市民が安心
して診療を受けられる医療体制の整備・支援を行
う。

71,016

不妊・不育治療費等助成を実施した。 12,226 引き続き、不妊・不育治療費等助成を実施する。 13,244

思春期の子どもたちが、生命の尊さを含めた性（い
のちの大切さ、自分らしさの確立、自己肯定感を持
ち、かつ他人を思いやる豊かな心）について正しい
認識を養い、自分の心と身体の健康を自己管理で
き、自分らしくいきいきと生活できるよう支援する
ため、いのちの教育、性教育等を実施した。合わせ
て教職員・保護者向けの教育も実施した。

420

引き続き、思春期の子どもたちが、生命の尊さを含
めた性（いのちの大切さ、自分らしさの確立、自己
肯定感を持ち、かつ他人を思いやる豊かな心）につ
いて正しい認識を養い、自分の心と身体の健康を自
己管理でき、自分らしくいきいきと生活できるよう
支援するために、いのちの教育、性教育等を実施し
ます。合わせて教職員・保護者向けの教育も実施す
る。

526

男女共同参画の視点に立った意識や知識を高めるた
めの研修を行った。

－
引き続き、男女共同参画の視点に立った意識や知識
を高めるための研修を行う。

－

教科指導や外部指導者による指導を通して、正しい
知識を持ち、心身を大切にする教育を行った。

－
引き続き、教科指導や外部指導者による指導を通し
て、正しい知識を持ち、心身を大切にする教育を行
う。

－

ＨＩＶ（エイズ）について、広報紙に掲載した。 －
性感染症予防のための啓発（広報紙への掲載）を行
う。

－

発達段階に応じて、性感性症に関する正しい知識を
持ち、予防や治療に関する教育を行った。

－
引き続き、発達段階に応じて、性感性症に関する正
しい知識を持ち、予防や治療に関する教育を行う。

－

①「ダメ。ゼッタイ。」普及啓発運動（ポスター、
チラシ）、各種キャンペーンへの協力及び国連支援
金募金運動へ参加した。
②国・県・関係機関からのポスター・チラシ等の掲
示や配付を行った。
③広報紙による啓発活動を行った。

－

①「ダメ。ゼッタイ。」普及啓発運動、各種キャン
ペーンへの協力及び国連支援金募金運動へ参加す
る。
②国・県・関係機関からのポスター・チラシ等の掲
示や配付を行う。
③広報紙又は男女共同参画情報紙による啓発活動を
行う。

－

民生委員・児童委員及び主任児童委員の活動の中で
予防、乱用等についての啓発等を行った。

－
引き続き、民生委員・児童委員及び主任児童委員の
活動の中で予防、乱用等についての啓発等を実施す
る。

－

学校薬剤師等の外部指導者と連携を図り、危険ド
ラッグの指導も含め、正しい知識を持ち、心身を大
切にする教育を行った。

－
引き続き、学校薬剤師等の外部指導者と連携を図
り、危険ドラッグの指導も含め、正しい知識を持
ち、心身を大切にする教育を行う。

－

①国・県・関係機関からのポスター・チラシ等の掲
示や配付を行った。
②広報紙による啓発活動を行った。

－
①国・県・関係機関からのポスター・チラシ等の掲
示や配付を行う。
②広報紙による啓発活動を行う。

－

教科指導や外部指導者による指導を通して、正しい
知識を持ち、心身を大切にする教育を行った。

－
引き続き、教科指導や外部指導者による指導を通し
て、正しい知識を持ち、心身を大切にする教育を行
う。

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

①男女を問わずスポーツに親しむことができる
環境整備

生涯スポーツの推進 スポーツ課

②スポーツ活動における女性の参画の拡大 女性のスポーツ指導者の養成・活用 スポーツ課

　
⑷
　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
生
涯
に

　
　
　
わ
た
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

生涯スポーツに関する情報収集・発信に努め、市民
が参加しやすいスポーツ教室を実施した。
・壮年スポーツ教室「スマートアカデミー」12回実
施
・こどもの体力向上プロジェクト「キッズスポーツ
塾」10回実施
・大人のスポーツ教室「集え!初心者」8回実施
・アクアビクス教室　20回実施
・小学生水泳教室　30回実施
・体力・運動能力調査　4回実施

2,432

引き続き、生涯スポーツに関する情報収集・発信に
努め、市民が参加しやすいスポーツ教室を開催す
る。
・壮年スポーツ教室「スマートアカデミー」開催
・こどもの体力向上プロジェクト「キッズスポーツ
塾」開催
・大人のスポーツ教室「集え!初心者」開催
・アクアビクス教室　開催
・小学生水泳教室　開催
・体力・運動能力調査

2,480

スポーツ推進委員を中心に、地域内県内の各種女性
のスポーツ指導者の養成・研修講座等を受講しても
らい女性指導者養成に努めた。

3,956
引き続き、スポーツ推進委員を中心に、地域内県内
の各種スポーツ指導者養成・研修講座等へ、女性が
参加する機会を増やし、女性指導者の養成を図る。

5,150
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

ＤＶ防止法及び薩摩川内市男女共同参画
基本条例の周知

ひとみらい政策課
障害・社会福祉課

ひとみらい政策課

障害・社会福祉課

男女共同参画推進事業（出前講座の実
施）

ひとみらい政策課

デートＤＶ防止のための予防啓発 ひとみらい政策課

人権教育、性教育の充実 学校教育課

③メディアにおける性･暴力表現への対応 有害図書及び有害広告物の排除 社会教育課

薩摩川内市配偶者暴力防止計画に基づく
施策の推進

ひとみらい政策課
障害・社会福祉課

国、県、関係機関との連携の強化

障害・社会福祉課
ひとみらい政策課
市民課
社会教育課

何でも相談室 ひとみらい政策課

配偶者暴力相談支援センターにおける相
談対応及び児童虐待防止対策事業

障害・社会福祉課

民生委員・児童委員及び主任児童委員活
動

障害・社会福祉課

　
４
　
男
女
の
人
権
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　
⑴
　
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
社
会
基
盤
づ
く
り

①暴力を容認しない意識の醸成と環境づくり
男女共同参画週間等における広報啓発

②子どもや若年層の間で起きる暴力を予防する
啓発の推進

　
⑵
　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
支
援
の
推
進

①総合的施策の推進と関係機関・団体等との連
携・協力体制の充実

②被害者の早期発見のための環境づくり
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

国、その他関係機関が発行するポスター、情報誌に
よる啓発及びホームページ掲載や、各種研修会時に
条例概要版などの配布を行い、周知を図った。

－

引き続き、国、その他関係機関が発行するポス
ター、情報誌による啓発及びホームページ掲載や、
各種研修会時に条例概要版などの配布を行い、周知
を図る。

－

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

児童虐待防止推進月間等における国、県、市の各種
事業紹介や広報啓発を行った。

－
引き続き、児童虐待防止推進月間等における国、
県、市の各種事業紹介や広報啓発を行う。

－

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

デートDVの防止に取り組む団体と連携し、啓発活動
や教育関係者を対象としたデートDV防止に関する研
修等を実施するとともに、児童・生徒を対象に男女
共同参画出前講座を実施した。

－

引き続き、デートDVの防止に取り組む団体と連携
し、啓発活動や教育関係者を対象としたデートDV防
止に関する研修等を実施するとともに、児童・生徒
を対象に男女共同参画出前講座を実施する。

－

（再掲：P6参照） － （再掲：P6参照） －

市内に設置されている有害図書等自販機の定期巡回
と広報紙による周知を行った。
(白ポスト回収実績　1件)

－
引き続き、市内に設置されている有害図書等自販機
の定期巡回と広報紙による周知を行う。

－

関係部署と連携し、計画に基づく施策を推進した。 －
引き続き、関係部署と連携し、計画に基づく施策を
推進する。

－

①国、県等の実施する研修会等に職員を派遣し、現
状及び対策等情報収集、交換を行った。
②相談員研修会への参加を関係課へ参加要請を行
い、情報交換を行った。
③県女性相談センター、母子生活支援施設、婦人保
護施設等と連携し、一時保護や施設入所等の対応を
行った。

－

①国、県等の実施する研修会等に職員を派遣し、現
状及び対策等情報収集、交換を行う。
②相談員研修会への参加を関係課へ参加要請を行
い、情報交換を行う。
③県女性相談センター、母子生活支援施設、婦人保
護施設等と連携し、一時保護や施設入所等の対応を
行う。

－

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

相談員研修会及び情報交換会等を実施し、各相談員
の資質向上を図った。

－
引き続き、相談員研修会及び情報交換会等を実施
し、各相談員の資質向上を図る。

－

（再掲：P12参照） － （再掲：P12参照） －
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

緊急一時保護事業 障害・社会福祉課

一時保護シェルター設置の検討
障害・社会福祉課
ひとみらい政策課
関係各課

加害者更正方法等の調査・研究
障害・社会福祉課
ひとみらい政策課
関係各課

女性保護事業（婦人・家庭児童相談事
業）

障害・社会福祉課

生活困窮者自立支援 障害・社会福祉課

市営住宅への優先入居の実施の促進 建築住宅課

ひとみらい政策課

障害・社会福祉課

市民課

障害・社会福祉課

社会教育課

情報の収集と分析 ひとみらい政策課

　
４
　
男
女
の
人
権
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　
⑵
　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
支
援
の
推
進

③被害者の安全の確保

④被害者の心身の健康回復と自立の支援

⑤相談員等の養成による相談体制の充実

各相談員の資質向上のための研修
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

要保護女子が緊急に保護を必要とする場合の一時保
護、施設への保護措置等を行った。

7,080
引き続き、要保護女子が緊急に保護を必要とする場
合の一時保護、施設への保護措置等を行う。

11,500

ＤＶ被害者救済のため、一時保護シェルター（一時
避難施設）の設置について、その必要性や方法等の
検討を行った。

－
引き続き、ＤＶ被害者救済のため、一時保護シェル
ター（一時避難施設）の設置について、その必要性
や方法等の検討を行う。

－

各種研修会、講習会若しくは既に加害者更正プログ
ラムを実施している自治体、団体の情報収集を行っ
た。

－

引き続き、各種研修会、講習会若しくは既に加害者
更正プログラムを実施している自治体、団体の情報
収集を行い、本市で実施可能な加害者更正方法等の
調査、研究を行う。

－

要保護女子の相談に応じ、必要な指導、助言を行
い、これらに付随する貸付事務等を行った。

－
引き続き、要保護女子の相談に応じ、必要な指導、
助言を行い、これらに付随する貸付事務等を行う。

－

相談支援員が生活困窮者からの相談に応じ、寄り添
いながら自立に向けた支援を行った。

19,017
引き続き、相談支援員が生活困窮者からの相談に応
じ、寄り添いながら自立に向けた支援を行う。

27,566

関係課と連携を図りながら、住宅確保要配慮者への
支援を実施した。

－
引き続き、関係課と連携を図り住宅確保要配慮者へ
の支援を実施する。

－

相談員研修会及び情報交換会等を実施し、各相談員
の資質向上を図った。

－
引き続き、相談員研修会及び情報交換会等を実施
し、各相談員の資質向上を図る。

－

国、県及び地区内で行われる各種研修会へ派遣し
た。

－
引き続き、国、県及び地区内で行われる各種研修会
へ派遣する。

－

人権擁護委員
川内地区協議会、川内支局、鹿児島地方法務局、福
岡法務局で開催される研修会へ参加した。

－

人権擁護委員
引き続き、川内地区協議会、川内支局、鹿児島地方
法務局、福岡法務局で開催される研修会へ派遣す
る。

－

①国・県等が開催する消費生活相談員レベルアップ
のための研修会へ参加した。その他、最新情報セミ
ナー等の各種研修会へ相談員を派遣した。
②行政相談委員の年１回北薩地区研修会への参加
と、相談委員による自主研修会を行った。

－

①国・県等が開催する消費生活相談員レベルアップ
のための研修会へ参加する。その他、最新情報セミ
ナー等の各種研修会へ相談員を派遣する。
②行政相談委員の年１回北薩地区研修会への参加
と、相談委員による自主研修会を行う。

－

県補導センター会議等への参加と相談員間の情報共
有化を図った。(2回　4人)

－
引き続き、県補導センター会議等への参加と相談員
間の情報共有化を図る。

－

国、県、関係機関における情報収集を行うととも
に、相談員研修会等において関係各課及び相談担当
機関と情報交換を行い、対策等について分析、検討
を行った。

－

引き続き、国、県、関係機関における情報収集を行
うとともに、相談員研修会等において関係各課及び
相談担当機関と情報交換を行い、対策等について分
析、検討を行う。

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

家庭児童相談活動 障害・社会福祉課

教職員に対するカウンセリング研修 学校教育課

スクールソーシャルワーカー配置事業 学校教育課

心の教室相談員事業 学校教育課

配偶者暴力相談支援センターにおける相
談対応

障害・社会福祉課

教職員等に対する研修の実施（男女共同
参画出前講座）

ひとみらい政策課

事業者及び市民への広報啓発
ひとみらい政策課
商工政策課

市職員研修 ひとみらい政策課

職員衛生管理 総務課

セクハラ防止・対策事業 学校教育課

教職員等に対する研修の実施（男女共同
参画出前講座）

ひとみらい政策課

広報等による各相談窓口の周知

障害・社会福祉課
ひとみらい政策課
市民課
社会教育課

　
⑵
　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
支
援
の
推
進

⑥家庭内の暴力により心理的外傷を受けた子ど
もへの支援

⑦交際相手からの暴力への対応

　
⑶
　
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
推
進

①雇用の場におけるセクシュアル・ハラスメン
ト防止対策の促進

②教育の場におけるセクシュアル・ハラスメン
ト防止対策の推進

　
４
　
男
女
の
人
権
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

女性・家庭生活支援相談員4名体制で相談業務を行っ
た。

10,915
女性・家庭生活支援相談員6名体制で相談業務を行
う。

17,123

（再掲：P8参照） － （再掲：P8参照） －

（再掲：P8参照） － （再掲：P8参照） －

相談員を中学校へ配置し、生徒の悩み相談・話し相
手、地域と学校の連携支援、学校の教育活動支援及
び教員の相談等を行った。

1,406
引き続き、相談員を中学校へ配置し、生徒の悩み相
談・話し相手、地域と学校の連携支援、学校の教育
活動支援及び教員の相談等を行う。

1,420

女性・家庭生活支援相談員4名体制で相談業務を行っ
た。

－
女性・家庭生活支援相談員6名体制で相談業務を行
う。

－

教職員、小・中・高校生を対象に男女共同参画出前
講座を実施した。

－
引き続き、教職員、小・中・高校生を対象に男女共
同参画出前講座を実施する。

－

国、県等の発行するチラシ・ポスター掲示や情報提
供、労働局等が行う労働者研修会の実施の周知を
行った。

－
引き続き、国、県等の発行するチラシ・ポスター掲
示や情報提供、労働局等が行う労働者研修会の実施
の周知を行う。

－

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

セクシュアル・ハラスメントでの直接的な相談はな
かったが、職場や仕事、健康面等についての悩み等
の相談に対応した。

－
職員の衛生管理を行うため相談日を設けるととも
に、電子メールでの相談受付も行う。

－

①全小・中学校で相談窓口を設置した。
②全小・中学校での服務指導の徹底を行った。
（服務規律年間指導計画への位置づけとして実施し
た。）
③市管理職研修会で研修会を実施した。

－

①全小・中学校で相談窓口を設置する。
②全小・中学校での服務指導の徹底を行う。
（服務規律年間指導計画への位置づけとして実施）
③市管理職研修会で研修会を実施する。

－

（再掲：上記参照） － （再掲：上記参照） －

以下のとおり行った。
①広報紙掲載による周知
②市ホームページ掲載による周知
③ポスター掲示及びチラシによる周知
④愛護センターだよりの発行と「少年なやみ相談
カード」の各小中学校の全児童生徒への配布
⑤スマイルルームの設置

－

引き続き、以下のとおり行う。
①広報紙掲載による周知
②市ホームページ掲載による周知
③ポスター掲示及びチラシによる周知
④愛護センターだよりの発行と「少年なやみ相談
カード」の各小中学校の全児童生徒への配布
⑤スマイルルームの設置

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

ひとり親家庭等医療費助成事業 子育て支援課

母子（寡婦）福祉資金貸付 障害・社会福祉課

児童扶養手当 子育て支援課

就園援助 子育て支援課

就学援助 教育総務課

母子家庭等自立促進対策事業 子育て支援課

生活困窮者自立支援 障害・社会福祉課

①高齢男女の就業促進
シルバー人材センターの支援等による身
近な地域で安心して働くことができる多
様な就労機会の提供

高齢・介護福祉課

健やか支援アドバイザー 高齢・介護福祉課

民生委員、児童委員活動 障害・社会福祉課

地域支援事業 高齢・介護福祉課

消費生活相談・市民相談・行政相談 障害・社会福祉課

人権擁護委員活動 市民課

ユニバーサルデザインに配慮した公園整
備

建設整備課

　
５
　
生
活
上
の
困
難
や
課
題
に
直
面
す
る
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

　
⑴
　
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
支
援

①ひとり親家庭等への経済的支援

②ひとり親家庭の母等の就業等自立の支援

　
⑵
　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

②男女のニーズに配慮した高齢者の生活の自立
支援
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

母子、父子世帯及び父母のいない子どもを養育して
いる世帯への医療費の助成を行った。

58,269
引き続き、母子、父子世帯及び父母のいない子ども
を養育している世帯への医療費の助成を行う。

63,000

相談に応じ、貸付（県事業）申請手続きの説明、申
請書の受理、県への申請書送達を行った。

－
引き続き、相談に応じ、貸付（県事業）申請手続き
の説明、申請書の受理、県への申請書送達を行う。

－

父又は母と生計を同じくしていない児童が育成され
る家庭の生活の安定と自立の促進に寄与するため、
当該児童について児童扶養手当を支給した。
（※11月から制度変更により支払回数が年3回から年
6回に変更。その影響で元年度は15月分支給した。）

636,895

引き続き、父又は母と生計を同じくしていない児童
が育成される家庭の生活の安定と自立の促進に寄与
するため、当該児童について児童扶養手当を支給す
る。

540,000

令和元年9月まで、幼稚園における就園援助（幼稚園
就園奨励費補助金）について支給する計画であった
が、対象者がいなかったため、予算執行はなかっ
た。

0 幼児教育・保育の無償化により事業廃止 －

小・中学校における就学援助、特別支援教育就学奨
励費を支給した。

107,480
引き続き、小・中学校における就学援助、特別支援
教育就学奨励費を支給する。

121,082

母子家庭自立支援給付金事業（自立支援教育訓練給
付金、高等技能訓練促進費）を行い、母子家庭を支
援した。

10,806
引き続き、母子家庭自立支援給付金事業（自立支援
教育訓練給付金、高等技能訓練促進費）を行い、母
子家庭を支援する。

15,082

（再掲：P18参照） － （再掲：P18参照） －

高齢者の就業機会の確保と雇用の安定を目的とし
て、シルバー人材センターに補助金を交付し、高齢
者の就労を通じた社会参加と高齢者福祉の向上を
図った。
●会員数：562人（男性：359人、女性：203人）

24,620

引き続き、高齢者の就業機会の確保と雇用の安定を
目的として、シルバー人材センターに補助金を交付
し、高齢者の就労を通じた社会参加と高齢者福祉の
向上を図る。

23,620

健やか支援アドバイザーが、在宅高齢者・障害者
（要援護者）等の訪問・見守り・相談活動を行っ
た。

4,947
引き続き、健やか支援アドバイザーが、在宅高齢
者・障害者（要援護者）等の訪問・見守り・相談活
動を行う。

6,696

担当地域住民の相談に随時対応できるよう体制を整
備した。
民生委員・児童委員（292名）
相談支援件数　延14,182件/年

17,194
引き続き、担当地域住民の相談に随時対応できるよ
う体制を整備する。

17,580

地域のケアマネジメントを総合的に実施するための
包括的支援事業（介護予防ケアマネジメント事業、
総合相談支援事業、包括的・継続的ケアマネジメン
ト事業）を実施した。

159,461

引き続き、地域のケアマネジメントを総合的に実施
するための包括的支援事業（介護予防ケアマネジメ
ント事業、総合相談支援事業、包括的・継続的ケア
マネジメント事業）を実施する。

173,100

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

隈之城地区多目的公園の整備、公園施設の遊具の更
新等を行った。

280,447 公園施設の遊具等の更新 31,000
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

訪問給食サービス事業 高齢・介護福祉課

家族介護用品支給事業 高齢・介護福祉課

ねたきり老人介護手当支給事業 高齢・介護福祉課

成年後見制度の周知・活用支援 障害・社会福祉課

在宅介護支援センターの充実 高齢・介護福祉課

生活指導型ショートステイ事業 高齢・介護福祉課

ユニバーサルデザインに配慮した公園整
備

建設整備課

健やか支援アドバイザー 高齢・介護福祉課

民生委員、児童委員活動 障害・社会福祉課

消費生活相談・市民相談・行政相談 障害・社会福祉課

人権擁護委員活動 市民課

　
５
　
生
活
上
の
困
難
や
課
題
に
直
面
す
る
人
々
が
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し
て
暮
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⑵
　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

②男女のニーズに配慮した高齢者の生活の自立
支援

③男女の身体的特徴や性別に配慮した高齢者の
医療･介護基盤の充実

　
⑶
　
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

①障害のある男女のニーズに配慮した自立支援
と生活環境の整備
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

食の確保や安否確認のため、訪問給食サービス事業
を行った。
●延利用者数　3,663人
●延配食数　114,621食

55,337
引き続き、食の確保や安否確認のため、訪問給食
サービス事業を行う。

54,572

本市に1年以上住民登録をして居住する65歳以上の介
護認定を受けている者または身体障害者手帳1･2級ま
たは療育手帳A保持者または40歳以上の介護認定を受
けている者で、寝たきり、重度認知症が3ヶ月以上継
続しており、申請日直近の180日間のうち、90日以上
の在宅介護がある者に介護用品購入の際に利用でき
るクーポン券を支給した。
●家族介護用品利用人数：441人

18,451

引き続き、本市に1年以上住民登録をして居住する65
歳以上の介護認定を受けている者または身体障害者
手帳1･2級または療育手帳A保持者または40歳以上の
介護認定を受けている者で、寝たきり、重度認知症
が3ヶ月以上継続しており、申請日直近の180日間の
うち、90日以上の在宅介護がある者に介護用品購入
の際に利用できるクーポン券を支給する。

19,066

65歳以上の要介護4･5の高齢者を在宅で起居をともに
しながら、3ケ月以上介護している家族（同居者全員
が市民税所得額非課税であること）に支給した。
●延べ支給人数：137人（実支給人数：84人）

8,220

引き続き、65歳以上の要介護4･5の高齢者を在宅で起
居をともにしながら、3ケ月以上介護している家族
（同居者全員が市民税所得額非課税であること）に
支給する。

9,600

法人後見事業等を行う社会福祉協議会権利擁護セン
ターに補助金を交付し、利用者の支援や制度の周知
を図った。

21,439

引き続き、法人後見事業等を行う社会福祉協議会権
利擁護センターに補助金を交付し、利用者の支援や
制度の周知を図るとともに、市で後見人の報酬や審
判費用等を助成する。

26,225

在宅介護支援センターの活動（総合相談、実態把握
調査、定期訪問）の充実を図った。

39,117
引き続き、在宅介護支援センターの活動（総合相
談、実態把握調査、定期訪問）の充実を図る。

45,700

高齢者の自立支援に向け、生活指導型ショートステ
イ事業を行った。
●利用者数：1人

54
引き続き、高齢者の自立支援に向け、生活指導型
ショートステイ事業を行う。

81

（再掲：P22参照） － （再掲：P22参照） －

（再掲：P22参照） － （再掲：P22参照） －

（再掲：P22参照） － （再掲：P22参照） －

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －

（再掲：P2参照） － （再掲：P2参照） －
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

自立支援給付（介護給付、相談支援、訓
練等給付、補装具）

障害・社会福祉課

地域生活支援事業（相談支援、地域活動
支援センター等）

障害・社会福祉課

障害児通所支援事業（児童発達支援セン
ター、児童発達支援事業、放課後等ディ
サービス等）

障害・社会福祉課

 

⑷

外

国

人

が

安

心

　

　

し

て

暮

ら

せ

る

　

　

環

境

の

整

備

①複合的な生活上の困難を抱える外国人の女性
に対する支援

外国語による情報提供
交通貿易課
関係各課

①同和問題等人権問題の解決 人権相談体制の充実 市民課

②性的指向や性同一性障害等を理由として困難
な状況に置かれている人々への支援

差別や偏見の解消を目指した教育･啓発
活動

市民課

①子どもに対する虐待や性犯罪等暴力の根絶
相談窓口の設置相談対応及び児童虐待防
止対策事業

障害・社会福祉課

家庭児童相談活動 障害・社会福祉課

心の教室相談員事業 学校教育課

子どものサポート体制整備事業 学校教育課

　
５
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す
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②男女の身体的特徴や性別に配慮した障害者の
医療･介護基盤の充実

　

⑸
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⑹
　
子
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も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
環
境
の
整
備

②暴力被害者である子どもの早期発見と適切な
保護
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

障害者総合支援法に基づき、居宅介護(ホームヘル
プ)等の障害福祉サービス等を行った。

－
引き続き、障害者総合支援法に基づき、居宅介護
(ホームヘルプ)等の障害福祉サービス等を行う。

－

障害者の地域での生活を支援するため、基幹相談支
援センターによる相談支援や社会参加促進等のため
の地域活動支援センター事業等を行った。

－
引き続き、障害者の地域での生活を支援するため、
基幹相談支援センターによる相談支援や社会参加促
進等のための地域活動支援センター事業等を行う。

－

子ども発達支援システムにおいて療育の必要性が認
められた未就学児について、児童発達支援センター
及び児童発達支援事業施設で通園による療育訓練、
保育所等訪問による、障害児に対する、障害児以外
の児童との集団生活への適応のための専門的な支援
等、また、放課後等デイサービス事業所での就学児
の生活能力の向上のための訓練等必要な支援を行っ
た。

－

引き続き、子ども発達支援システムにおいて療育の
必要性が認められた未就学児について、児童発達支
援センター及び児童発達支援事業施設で通園による
療育訓練、保育所等訪問による、障害児に対する、
障害児以外の児童との集団生活への適応のための専
門的な支援等、また、放課後等デイサービス事業所
での就学児の生活能力の向上のための訓練等必要な
支援を行う。

－

外国語による情報提供を行った。 － 引き続き、外国語による情報提供を行う。 －

人権擁護委員による相談を実施した。 － 引き続き、人権擁護委員による相談を実施する。 －

薩摩川内市人権教育・啓発実施計画に基づき活動を
行った。

－
引き続き、薩摩川内市人権教育・啓発実施計画に基
づき活動を行う。

－

女性・家庭生活支援相談員が相談に応じた。 －
引き続き、女性・家庭生活支援相談員が相談に応じ
る。

－

（再掲：P20参照） － （再掲：P20参照） －

（再掲：P20参照） － （再掲：P20参照） －

不登校問題等に対応するため、スマイルルームで指
導員が学習指導を行い、学校への復帰を目指した。

2,497
引き続き、不登校問題等に対応するため、スマイル
ルームで指導員が学習指導を行い、学校への復帰を
目指す。

3,912
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

屋外広告物対策事業 都市計画課

少年愛護センター事業 社会教育課

世代を超えた貧困の連鎖を防止するため
の自立の前提となる子どもの学びの支援

学校教育課

青少年を守る市民運動（キャンペーン）
の展開

社会教育課

青少年育成市民会議事業 社会教育課

青少年定期補導及び環境調査・診断の実
施

社会教育課

④社会全体で子どもを支える取組の促進
児童健全育成のためのネットワークづく
り

社会教育課

　
５
　
生
活
上
の
困
難
や
課
題
に
直
面
す
る
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

　
⑹
　
子
ど
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

③子どもが安心して生活できる環境づくり
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

違反広告物のパトロール及び啓発を実施した。 1,746
引き続き、違反広告物のパトロール及び未申請並び
に違反看板設置者への指導を実施する。

1,937

毎日巡回、補導を行うほか、少年愛護委員と連携
し、長期休業中の街頭補導を実施した。
(補導日数　229日、補導回数　263回)
愛護センターだより等により、青少年健全の育成に
係る環境改善等の周知啓発を図った。(年3回発行)

794

引き続き、毎日巡回、補導を行うほか、少年愛護委
員と連携し、長期休業中の街頭補導を実施する。ま
た、愛護センターだより等により、青少年健全の育
成に係る環境改善等の周知啓発を図る。

1,034

わくわく薩摩川内土曜塾(基礎・基本学習講座)を開
催した。

－
引き続き、わくわく薩摩川内土曜塾(基礎・基本学習
講座)を開催する。

－

各地区（地域）育成会等との連携を更に強化し、青
少年育成に係る情報等の共有化を図りながら、地区
（地域）住民への周知拡大を行った。(3回実施)

－
引き続き、各地区（地域）育成会等との連携を更に
強化し、青少年育成に係る情報等の共有化を図りな
がら、地区（地域）住民への周知拡大を行う。

－

各地区（地域）育成会等と連携し、有害図書等自販
機の定期巡回と街頭補導によるパトロールを行った
ほか、｢青少年育成の日のつどい｣を実施し、青少年
育成活動の啓発を図った。(参加者 365人)

815

引き続き、各地区（地域）育成会等と連携し、有害
図書等自販機の定期巡回と街頭補導によるパトロー
ルを行うほか、｢青少年育成の日のつどい｣を実施
し、青少年育成活動の啓発を図る。

815

常時補導より範囲を広げて巡回・補導にあたり、月2
回の補導を実施したほか、県・警察と連携し、刃物
取扱店舗などの環境について立入調査･診断を行っ
た。

－

引き続き、常時補導より範囲を広げて巡回・補導に
あたり、月2回の補導を実施するほか、県・警察と連
携し、有害図書等収納自動販売機や有害図書等（成
人向き雑誌･書籍、ビデオ等）取扱店舗及びゲーム場
などの環境について立入調査･診断を行う。

－

各地区（地域）育成会等との連携を更に強化し、青
少年育成に係る情報等の共有化を図った。
(全体会:1回、班会:13班×2回)

－
引き続き、各地区（地域）育成会等との連携を更に
強化し、青少年育成に係る情報等の共有化を図る。

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

公募制導入を含めた充て職、多選等、選
任規定の見直し

関係各課

女性の人材情報の提供 ひとみらい政策課

積極的改善措置の検討と登用促進のため
の調査、研究

ひとみらい政策課

②市における女性の職員の登用等の推進
女性の人材育成と管理職等への積極的登
用

総務課

③市政推進における女性の意見の反映 女性チャレンジ委員会 ひとみらい政策課

企業の先進的取組についての情報収集・
提供

ひとみらい政策課

男女雇用機会均等法の周知徹底 商工政策課

②仕事と生活の調和の促進 仕事と生活の調和のための取組と促進 商工政策課

農業委員への女性の登用促進 農業委員会

農林水産業団体役員への女性の登用促進
農政課
畜産課
林務水産課

②商工業分野における女性の登用促進 商工団体役員への女性の登用促進 商工政策課

①農林水産業分野における女性の登用促進

　
６
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
【

女
性
活
躍
推
進
計
画
】

　
⑴
　
行
政
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
の
拡
大

①市の審議会等委員への女性の登用促進

　
⑵
　
雇
用
分
野
に
お
け
る
女
性
の

　
　
　
参
画
の
拡
大

①企業における女性の参画の促進

　
⑶
　
農
林
水
産
業
・
商
工
業
等

　
　
　
自
営
業
の
分
野
に
お
け
る

　
　
　
女
性
の
参
画
の
拡
大
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

定期的に審議会等委員の登用状況を調査し、改善方
策等について検討を行い、関係機関や団体等に対し
て必要に応じて女性の登用の推進についての協力を
要請した。

－

引き続き、定期的に審議会等委員の登用状況を調査
し、改善方策等について検討を行い、関係機関や団
体等に対して必要に応じて女性の登用の推進につい
ての協力を要請する。

－

これまでの「さつませんだい女性人材バンク」の登
録、活用方法を見直し、「薩摩川内市男女共同参画
女性人材バンク」として、更なる人材の掘り起こし
や活用を図った。（令和元年度末登録者数16名）

－
広く女性の人材情報の収集を行うとともに、女性人
材バンク登録者の情報を各部署に提供し、審議会等
への登用を促進する。

－

関係課に対し、各種審議会等の委員の改選に合わせ
て女性委員登用の検討を依頼した。

－
引き続き、関係課に対し、各種審議会等の委員の改
選に合わせて女性委員登用の検討を依頼する。

－

令和2年4月1日現在の女性管理職率
　部長級　　   13人中0人 （0.00%）
　課長級　　　 94人中6人 （6.38%）
　課長代理級　200人中26人（13.00%）
　Ｇ長級　 　  93人中19人（20.43%）

－

①「薩摩川内市人材育成基本方針」に基づき、性別
に関係なく能力主義による管理職等への登用を積極
的に行う。また、あらゆる職について機会が均等に
なるよう職員配置を考慮する。
②政策能力研修等、公募研修への参加について、女
性職員に積極的に参加するよう呼びかけを行う。

－

（再掲：P8参照） － （再掲：P8参照） －

男女共同参画に関する事業所アンケート調査を実施
するとともに、イクボス宣言事業所の募集や女性活
躍推進企業の認定・表彰を行い、これらの情報を発
信することで女性活躍を推進した。

120
引き続き、イクボス宣言事業所や女性活躍認定企
業・表彰企業を市のホームページ等で紹介し、女性
活躍を推進する。

13

国、県等の発行するチラシ・ポスター掲示や情報提
供、労働局等が行う労働者研修会の実施の周知を
行った。

－
引き続き、国、県等の発行するチラシ・ポスター掲
示や情報提供、労働局等が行う労働者研修会の実施
の周知を行う。

－

国・県等が実施するワークライフバランスセミナー
等の案内を行った。

－
引き続き、国・県等が実施するワークライフバラン
スセミナー等の案内を行う。

－

農業委員の女性登用を行った。
（委員19名中、女性委員3名）

－

農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期は3年間
であり、令和2年4月末日が満了となるため、その間
女性農業者等との交流や農業委員会活動の周知を図
り、女性農業者の登用を促進する活動を行う。

－

審議会、協議会の委員の女性登用を図るともに、生
産者部会等についても、女性の役員への登用を促進
した。（農林水産政策審議会：21名中4名の女性委員
の登用）

－
引き続き、審議会、協議会の委員の女性登用を図る
ともに、生産者部会等について、女性の役員への登
用を促進する。

－

関係機関に男女雇用機会均等法の周知を図った。
薩摩川内市企業連携協議会では女性役員が登用され
ており、市においても同協議会と連携し、女性の意
見を積極的に反映した事業展開を支援した。

－
引き続き、関係機関に男女雇用機会均等法の周知を
図るとともに、女性の意見を反映した事業展開の支
援を行う。

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

女性の能力発揮の重要性についての広
報・啓発

関係各課

各団体等に対する女性の登用の働きかけ 関係各課

薩摩川内市女性活躍推進協議会 ひとみらい政策課

　
⑷
　
そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る

　
　
　
女
性
の
参
画
の
拡
大

①各種機関、団体、組織等における女性の参画
促進
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

あらゆる機会を捉えて女性の能力発揮の重要性につ
いて認識を深めるための啓発を行った。

－
引き続き、あらゆる機会を捉えて女性の能力発揮の
重要性について認識を深めるための啓発を行う。

－

各団体等における女性の参画状況を把握し、女性の
役員等への登用について要請を行った。

－
引き続き、各団体等における女性の参画状況を把握
し、女性の役員等への登用について要請を行う。

－

本市における女性の職業生活における活躍推進を官
民一体となって推進するための「薩摩川内市女性活
躍推進協議会」（委員26名）を開催し、各構成員が
連携・協力して女性活躍推進に効果的な施策を検
討・協議した。

112
引き続き、薩摩川内市女性活躍推進協議会を開催
し、各構成員が連携・協力して女性活躍推進に効果
的な施策の検討・協議を行う。

177
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

①行政分野における女性の人材の育成 市職員のエンパワメント支援 総務課

研修修了生の講師活用 ひとみらい政策課

男女共同参画講座によるリーダーの養
成、再教育

ひとみらい政策課

市民実行委員会組織による「男女共同参
画フォーラム」の実施

ひとみらい政策課

女性団体の支援
ひとみらい政策課
関係各課

③農林水産業分野における女性の人材の育成 女性リーダーの育成
農政課
畜産課
林務水産課

④国際交流・協力を通じた女性の人材の育成 青少年海外協力隊（ＪＩＣＡ）の支援 交通貿易課

女性の人材情報の提供 ひとみらい政策課

「女性人材バンク」の整備、情報提供 ひとみらい政策課

男女共同参画講座修了生等のグループ化
とネットワークづくり

ひとみらい政策課
関係各課

　
６
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
【

女
性
活
躍
推
進
計
画
】

　
⑸
　
女
性
の
人
材
育
成
及
び
人
材
情
報
の
整
備

②地域社会における女性の人材の育成

⑤女性の人材情報の収集・整備

33



第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

自治大学校への研修派遣 1名
　※派遣期間 R2.1.30～2.21

235

「薩摩川内市人材育成基本方針」において、「女性
が輝く人材育成」をキーワードに、女性が意欲を高
め能力を発揮できる働きやすい職場づくりや、意欲
ある女性職員が平等に機会を得られるよう、女性職
員に特化した研修への参加や研修派遣を実施する。

500

各種講座・研修修了生の講師への登録を促進し、各
講座等の講師として活用することで、女性の人材育
成を図った。

－
各種講座・研修修了生の女性人材バンクへの登録を
促進し、各講座等の講師として活用することで、女
性の人材育成を図る。

－

まちづくり塾や各種講座、研修会等を通じて、女性
の人材養成を行った。

－
引き続き、各種講座や研修会等を通じて、女性の人
材養成を行う。

－

公募による実行委員会を組織し、企画から運営まで
市民と行政との協働により男女共同参画フォーラム
を開催した。
（令和元年11月9日開催　参加者数：約250名）

752
引き続き、市民と行政との協働により男女共同参画
フォーラムを開催する。

976

女性団体が行う学習会等へ講師の派遣を行うととも
に、活動状況の把握や県内外の女性団体の情報収集
を行った。

－
引き続き、女性団体が行う学習会等へ講師の派遣を
行うとともに、活動状況の把握や県内外の女性団体
の情報収集を行う。

－

情報収集や見識を広めるために、国、県等が行う研
修会、セミナーへの参加を呼びかけ、各種会議等へ
の参加を促した。

－

引き続き、情報収集や見識を広めるために、国、県
等が行う研修会、セミナーへの参加を呼びかけ、地
元団体が主催する会議等を含めた各種会議等への参
加を促す。

－

鹿児島県青年海外協力隊の活動を支援した。 －
引き続き、鹿児島県青年海外協力隊を支援する会に
加入し、活動を支援する。

－

（再掲：P30参照） － （再掲：P30参照） －

これまでの「さつませんだい女性人材バンク」の登
録、活用方法を見直し、「薩摩川内市男女共同参画
女性人材バンク」として、更なる人材の掘り起こし
や活用を図った。

－
広く女性の人材情報の収集を行い、市の各部署に対
し、情報提供を行う。

－

男女共同参画講座修了生等によるグループ化や、男
女共同参画推進市民グループや他種団体との交流な
どネットワークづくりを行った。

－
引き続き、男女共同参画講座修了生等によるグルー
プ化や、男女共同参画推進市民グループや他種団体
との交流などネットワークづくりを行う。

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

パートタイムや派遣労働者に関する関係
法令等の周知

商工政策課

男女雇用機会均等法の周知徹底 商工政策課

雇用機会均等月間における広報、啓発 商工政策課

国、県、関係機関の連携による情報提供
商工政策課
ひとみらい政策課

男女共同参画出前講座（事業所向け） ひとみらい政策課

県技能アップセミナーの広報 ひとみらい政策課

②女性の就労問題の把握と情報提供
企業の先進的取組についての情報収集・
提供

ひとみらい政策課

③雇用に関する各種相談への対応 労働関係相談及び雇用促進事業 商工政策課

家族経営協定締結の推進
農政課
畜産課

女性農業経営士の育成と組織活動の支援
農政課
畜産課

農村における女性の地域農産物を活用し
た加工品開発等の起業活動の支援

農政課
六次産業対策課

国・県等が実施する事業の情報提供 商工政策課

女性の経営参画及び人材育成支援 商工政策課

　
７
　
男
女
と
も
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
の
促
進
【
女
性
活
躍
推
進
計
画
】

　
⑴
　
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保

①雇用の分野における男女の均等な機会と待遇
の確保及び非正規労働者の雇用環境の整備促進
のための関係法令や諸制度の普及・啓発

　
⑵
　
農
林
水
産
業
・
商
工
業
等
自
営
業
の
分
野
に
お
け
る

　
　
　
就
業
環
境
の
整
備
及
び
女
性
の
経
営
参
画
の
促
進

①農林水産業分野における就業環境の整備及び
女性の経営参画の拡大と人材育成

②商工業等自営業分野における就業環境の整備
及び女性の経営参画の拡大と人材育成
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

国・県等が発行するチラシ・ポスター掲示等による
周知を行った。

－
引き続き、国、県等の発行するチラシ・ポスター掲
示や情報提供による意識啓発を行う。

－

（再掲：P30参照） － （再掲：P30参照） －

国、県等の発行するチラシ・ポスター掲示や情報提
供を行った。

－
引き続き、国、県等の発行するチラシ・ポスター掲
示や情報提供による意識啓発を行う。

－

国、県、関係機関の発行する掲示物による情報提供
を行った。
市雇用環境改善推進協議会において国、県、関係団
体、地元企業との意見交換を行った。

－
引き続き、国、県、関係機関の発行する掲示物によ
る情報提供や、各講座や男女共同参画情報誌等での
情報提供を行う。

－

各事業所に男女共同参画出前講座開催依頼を行い、
セクハラ・就労条件・男女共同参画全般などについ
ての意識啓発を行う。⇒実施なし。

－
引き続き、各事業所に男女共同参画出前講座開催依
頼を行い、セクハラ・就労条件・男女共同参画全般
などについての意識啓発を行う。

－

鹿児島県主催の技能アップセミナーの周知を行っ
た。

－
引き続き、セミナーの周知を行い、就労における技
術取得促進を図る。

－

（再掲：P30参照） － （再掲：P30参照） －

国・県等が行うセミナー等の案内や、関係労働行政
機関と共同での広報活動を実施した。
企業連携協議会と連携し、学校と企業の情報交換会
等の各種意見交換の場を設けた。

－

引き続き、国・県等が行うセミナー等の案内や、関
係労働行政機関と共同での広報活動を実施する。ま
た、商工団体等が行う起業家支援の広報活動を実施
する。

－

農業委員会、北薩地域振興局農政普及課、北さつま
農業協同組合との連携、協力体制による協定締結の
推進を行った。（協定家族：令和元年度末 35)

－
引き続き、関係機関との連携、協力体制による協定
の締結の推進を行う。

－

国、県等で行う経営発展に向けた研修会、セミナー
に女性の参加を促し、女性農業経営士の育成に努め
た。また、女性農業経営士等が組織するグループの
活動を支援した。

－

引き続き、国、県等で行う経営発展に向けた研修
会、セミナーに女性の参加を促し、女性農業経営士
の育成に努める。また、女性農業経営士等が組織す
るグループの活動を支援する。

－

女性農業者や女性グループが、加工センターにおい
て、地元農産物を活用した加工品作りなど地産地消
の取組を支援した。
市内の農林漁業者が自ら生産した農林水産物を活用
した六次産業化への取組を支援するために、各種講
習会等を行った。

‐

15,389

女性農業者や女性グループが、加工センターにおい
て、地元農産物を活用した加工品作りなど地産地消
の取組を支援する。
市内の農林漁業者が自ら生産した農林水産物を活用
した六次産業化への取組を支援する。

‐

18,500

国、県等の発行するチラシ・ポスター掲示や情報提
供を行った。

－ 引き続き、国・県等が実施する事業の周知を図る。 －

創業支援事業補助制度を活用し、12名（うち女性7
名）を支援した。
特定有人国境離島地域社会維持推進交付金を活用
し、8名（うち女性3名）を支援した。
女性人材育成支援事業では、事業所が実施する研修
会等の支援を行った。（R元年度実績3件）

62,265
引き続き、女性が活躍しやすい職場環境の整備、管
理職等に就くため研修等の支援を行う。

84,700
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

就業継続や再就職に関する必要な知識や
情報の提供と相談対応

商工政策課

就業継続・再就職支援 商工政策課

国、県事業キャリアアップ事業の積極的
導入

商工政策課

女性労働者研修会の実施の啓発 商工政策課

起業家支援 商工政策課

国、県等実施する起業講座の広報 商工政策課

女性のチャレンジ支援策　国の情報提供 ひとみらい政策課

就農を促進するための相談活動等各種支
援や啓発の実施

農政課

福祉関係事業所による就職面談会の開催 商工政策課

　
７
　
男
女
と
も
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
の
促
進
【
女
性
活
躍
推
進
計
画
】

　
⑶
　
女
性
の
能
力
発
揮
の
た
め
の
支
援

①就業継続や再就職の支援

②職業能力開発等の支援

③起業に対する支援

④新規就業に対する支援
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

関係労働行政機関と連携し、事業等の情報提供を実
施した。
わくわくお仕事博覧会において相談ブースを設け、
来訪者の相談対応をした。

－
引き続き、関係労働行政機関と連携し、事業等の情
報提供を実施する。
各説明会等で、より細やかな相談対応を行う。

－

国・県の支援制度の紹介や、ハローワーク等と連携
した支援を行った。

－
引き続き、国・県の支援制度の紹介や、ハローワー
ク等と連携した支援を行う。

－

国・県等が実施する事業の周知を図った。 － 引き続き、国・県等が実施する事業の周知を図る。 －

女性人材育成支援事業を活用し、事業所が実施する
研修会等の支援を行った。（R元年度実績3件）

216
女性人材育成支援事業の周知を強化し、女性が活躍
しやすい職場環境の整備、管理職等に就くため研修
等の支援を行う。

500

創業を希望している方に必要な知識の習得、人脈の
構築等を目的に創業スクールの実施を支援し、47名
（うち女性22名）が受講した。
創業支援事業補助制度を活用し、12名（うち女性7
名）を支援した。
特定有人国境離島地域社会維持推進交付金を活用し
て、8名（うち女性3名）が起業した。

62,050
引き続き、甑島地域を含む創業支援事業補助制度に
より起業支援を行う。

84,200

国・県等が実施するセミナー等の案内や、事業の周
知を行った。

－
引き続き、国、県等の発行するチラシ・ポスター掲
示や情報提供による意識啓発を行う。

－

女性のチャレンジ支援策（国）について、周知を
行った。

－
引き続き、女性のチャレンジ支援策（国）につい
て、周知を行う。

－

経営意欲が高く、やる気のある新規就農者、女性農
業者の支援に努めた。

－
引き続き、経営意欲が高く、やる気のある新規就農
者、女性農業者を支援する。

－

県や社会福祉協議会等が実施する事業の案内を行っ
た。

－
引き続き、県や社会福祉協議会等が実施する事業の
案内を行う。

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

①仕事と生活の調和に関する意識啓発の推進 事業者及び市民への広報啓発
ひとみらい政策課
商工政策課

商工政策課

ひとみらい政策課

③仕事と子育てや介護との両立のための制度等
の普及、定着促進

介護休業制度の取得促進、啓発 商工政策課

病児保育事業 子育て支援課

通常、乳児、一時、延長、障害児保育の
充実（保育所地域活動事業）

子育て支援課

認可外、事業所内保育所に対する指導及
び支援

子育て支援課

放課後児童健全育成事業（児童クラブ） 子育て支援課

子育ての経済的負担の軽減 子育て支援課

子育て支援短期利用事業 子育て支援課

育児リフレッシュ事業 子育て支援課

子育て講演会 市民健康課

研修・講座での託児実施 ひとみらい政策課

　
８
　
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
促
進
【

女
性
活
躍
推
進
計
画
】

　
⑴
　
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
の

　
　
　
社
会
的
気
運
の
醸
成
と
環
境
整
備

②就業の場における仕事と家庭の両立支援の取
組の促進

ワークライフバランスセミナー

　
⑵
　
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
子
育
て
や
介
護
の
支
援

①多様化するニーズに対応した保育・介護サー
ビスの充実
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

国、県等の発行するチラシ・ポスター掲示や情報提
供による意識啓発を行った。
広報紙や市ホームページ等を活用した広報を実施
し、広く市民に対する啓発活動を行った。

－
引き続き、国、県等の発行するチラシ・ポスター掲
示や情報提供による意識啓発を行う。

－

国・県等が実施するセミナー等の案内を行った。
企業連携協議会主催の学生の企業見学会、企業説明
会において、実際に活躍する社員からの説明が行わ
れた。

－
引き続き、国・県等が実施するセミナー等の案内を
行う。

－

これから働こうとする女性や働いている女性を対象
としたスキルアップセミナーを開催した。
（2回開催／延べ85名が参加）
経営者・人事労務担当者らを対象とした女性活躍応
援セミナーを開催した。（約60名が参加）

2,420

女性の活躍を推進するため、ロールモデルによる体
験談を織り交ぜた女性スキルアップセミナーや、中
小企業でも積極的に取り組んで業績を伸ばしている
事例紹介を取り入れた女性活躍応援セミナーを開催
する。

2,680

ポスター掲示や広報紙、市ホームページ等を活用し
た広報を実施した。

－
引き続き、国、県等の発行するチラシ・ポスター掲
示や情報提供による意識啓発を行う。

－

乳幼児及び小学校低学年までの児童が病気又は病気
回復期にあり、かつ保護者の勤務の都合、疾病、事
故、冠婚葬祭等の社会的にやむを得ない事由により
家庭や保育所等で保育ができない場合、病院等に付
設された専用スペースで一時預りを行った。

25,418

引き続き、乳幼児及び小学校低学年までの児童が病
気又は病気回復期にあり、かつ保護者の勤務の都
合、疾病、事故、冠婚葬祭等の社会的にやむを得な
い事由により家庭や保育所等で保育ができない場
合、病院等に付設された専用スペースで一時預りを
行う。

30,000

子育て中の人の多様なニーズに対応するため、延長
保育、一時保育、休日保育、障害児保育、保育所地
域活動事業等を行った。

130,265
引き続き、子育て中の人の多様なニーズに対応する
ため、延長保育、一時保育、休日保育、障害児保
育、保育所地域活動事業等を行う。

147,744

県の指導要領に基づき運営指導等を行うほか、認可
外保育施設運営補助金を交付した。
また、本年度から新たに認可外保育施設に在籍児童
が2人以上の多子世帯である場合に、施設の保育料を
2人目半額、3人目以降全額を補助した。

4,676

引き続き、県の指導要領に基づき運営指導等を行う
ほか、認可外保育施設運営補助金を交付する。
また、認可外保育施設に在籍児童が2人以上の多子世
帯である場合に、施設の保育料を2人目半額、3人目
以降全額を補助する。

6,600

小学校の児童を放課後に保育することで児童の健全
な育成を図った。

340,603
引き続き、小学校の児童を放課後に保育することで
児童の健全な育成を図る。

317,623

児童手当の支給及び子ども医療費の助成（高校修了
前）を行い、子育て世代の経済的負担の軽減を図っ
た。

1,993,654
引き続き、児童手当の支給及び子ども医療費の助成
（高校修了前）を行い、子育て世代の経済的負担の
軽減を図る。

2,074,000

児童を養育している母子・父子家庭等の母又は父等
が疾病等の事由により、家庭内で養育できない場
合、児童に一定期の預かりサービスを行った。

1,439

引き続き、児童を養育している母子・父子家庭等の
母又は父等が疾病等の事由により、家庭内で養育で
きない場合、児童に一定期の預かりサービスを行
う。

2,237

親子で参加できる体操を中心に、子育て講演会の実
施や母親の交流の機会を設け育児への不安や負担の
軽減を図った。

3,937
引き続き、親子で参加できる体操を中心に、子育て
講演会の実施や母親の交流の機会を設け育児への不
安や負担の軽減を図る。

3,973

隔年開催につき、令和元年度は実施なし。 －
講演会は中止し、子育て世代が情報を入手しやすい
母子手帳アプリ、ポータルサイトを活用して情報発
信していく。

－

市が主催する研修・講座において託児を実施した。
（58回　延べ245名の託児）

760
引き続き、市が主催する研修・講座において託児を
実施する。

1,629
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

地域子育て支援センター 子育て支援課

ファミリーサポートセンター事業 子育て支援課

子育て支援課

市民健康課

子育てサロン 社会教育課

地域包括ケアシステムの構築 高齢・介護福祉課

④子育て・介護のための生活環境の整備
ユニバーサルデザインに配慮した公園整
備

建設整備課
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仕
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子
育
て
や
介
護
の
支
援

②子育て支援拠点施設等の整備

③地域住民等の力を活用した子育て・介護環境
の整備

子育て支援に関する広報
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

子育て家庭等に対する相談指導、地域の保育資源の
情報提供等を行い、子育て家庭に対する育児支援を
行った。

79,849
引き続き、子育て家庭等に対する相談指導、地域の
保育資源の情報提供等を行い、子育て家庭に対する
育児支援を行う。

80,673

子育ての手伝いをして欲しい者と手伝いをしたい者
との会員同士の助け合いを行う会員組織を支援する
ことにより、子育てをする者が仕事と家庭の両立と
安心して働くことができるように会員の家庭での保
育事業を支援した。

3,632

引き続き、子育ての手伝いをして欲しい者と手伝い
をしたい者との会員同士の助け合いを行う会員組織
を支援することにより、子育てをする者が仕事と家
庭の両立と安心して働くことができるように会員の
家庭での保育事業を支援する。

4,035

広報紙や市ホームページ等を活用した広報を実施
し、広く市民に対する啓発活動を行った。

－
引き続き、広報紙や市ホームページ等を活用した広
報を実施し、広く市民に対する啓発活動を行う。

－

広報紙やＦＭさつませんだい、子育てポータルサイ
ト、アプリ等を活用した広報を実施し、広く市民に
対する啓発活動を行った。

1,679
引き続き、広報紙やＦＭさつませんだい、子育て
ポータルサイト、アプリ等を活用した広報を実施
し、広く市民に対する啓発活動を行う。

1,695

親子が子育てサポーターと一緒に情報交換をしなが
ら楽しむ場として。絵本の読み聞かせ、キッドビク
ス、季節に応じたイベントを開催した。
(49回開催 来室者500組 1,058人)

550
引き続き、親子が子育てサポーターと一緒に情報交
換をしながら楽しむ場として、絵本の読み聞かせ、
キッドビクス、季節に応じたイベントを開催する。

664

介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で暮ら
し続けることができるように、介護だけでなく、医
療や予防、生活支援、住まいを包括的に提供する地
域包括ケアシステムの構築を図った。

105,723

引き続き、介護が必要な状態になっても住み慣れた
地域で暮らし続けることができるように、介護だけ
でなく、医療や予防、生活支援、住まいを包括的に
提供する地域包括ケアシステムの充実を図る。

137,324

（再掲：P22参照） － （再掲：P22参照） －
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

庁内の推進体制の充実 ひとみらい政策課

既存施設の整備、利活用についての検討 ひとみらい政策課

拠点施設の設置の検討 ひとみらい政策課

県男女共同参画推進員の育成と活動の支
援

ひとみらい政策課

男女共同参画講座によるリーダーの養
成、再教育

ひとみらい政策課

女性チャレンジ委員会 ひとみらい政策課

自治会、地区コミュニティ協議会の活動
支援

地域政策課

市民活動団体の活動支援 地域政策課

まちづくり塾 ひとみらい政策課

女性チャレンジ委員会 ひとみらい政策課

自治会及び自治会長研修 地域政策課

地区コミュニティ協議会会長等研修 地域政策課

　
⑵
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
地
域

　
　
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
等
様
々
な
地
域

　
　
　
づ
く
り
活
動
の
推
進

①地域づくり活動における男女共同参画の視点
の導入と女性の参画拡大

　
９
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進

　
⑴
　
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
の
基
盤
づ
く
り

①男女共同参画推進体制の充実

②男女共同参画の推進役となる人材の育成・支
援

③自治会、地区コミュニティ協議会、ＮＰＯ法
人等との連携、協働
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

庁内推進組織（男女共同参画推進検討会）を設置
し、男女共同参画の推進に関する施策について、計
画的かつ効率的に取り組んだ。

－
引き続き、庁内推進組織（男女共同参画推進検討
会）を設置し、男女共同参画の推進に関する施策に
ついて、計画的かつ効率的に取り組む。

－

国際交流センター、中央公民館、各地域公民館等を
活用し、男女共同参画フォーラムや出前講座等を実
施した。

－
引き続き、既存設備を有効活用し、男女共同参画の
推進を図る。

－

川内駅東口の「SSプラザせんだい」に導入する市民
利用機能の１つとして「男女共同参画センター」設
置の検討を行った。

－
SSプラザせんだいのオープンに合わせ、男女共同参
画センターを設置する。

－

県男女共同参画推進員の育成（12名⇒14名へ）とそ
の活動について必要な支援を行った。

－
引き続き、県男女共同参画推進員の育成とその活動
について必要な支援を行う。

－

（再掲：P34参照） － （再掲：P34参照） －

（再掲：P8参照） － （再掲：P8参照） －

お互いの人権を尊重し、助け合って共通の課題解決
に取り組む自治会、地区コミュニティ協議会の運営
や活動について助成した。
・自治会交付金（560自治会）
・自治公民館設置事業補助金（33件）
・地区コミ活性化事業補助金（基本コース9件、ビジ
ネスコース3件）
・地区コミ倉庫設置事業補助金（1件）
・コミュニティ助成事業（一般1件）
・地区コミ運営交付金（48地区）
・マイスター事業（9地区、5自治会）
・ゴールド集落各種補助金（重点68自治会、自主活
動133自治会、地区コミ45地区、支援職員198名）

258,560
引き続き、お互いの人権を尊重し、助け合って共通
の課題解決に取り組む自治会、地区コミュニティ協
議会の運営や活動について助成する。

257,639

地域課題の解決に向けた取組を行う市民活動団体の
活動について助成した。
・市民活動支援補助金（スタートアップ9団体、ス
テップアップ4団体）
・ゴールド集落市民活動（8団体）

3,501
引き続き、地域課題の解決に向けた取組を行う市民
活動団体の活動について助成する。

5,281

男女共同参画を推進するリーダーを養成するため、
男女共同参画基礎講座「まちづくり塾」を実施し
た。（2回開催　受講者数：延べ27名）※3回の予定
だったが、1回は台風による天候不良のため中止

79
引き続き、男女共同参画を推進するリーダーを養成
するための講座を実施する。

42

（再掲：P8参照） － （再掲：P8参照） －

男女共同参画の視点に立った自治会運営説明会を
行った。
・自治会長研修会（6会場）

295
引き続き、男女共同参画の視点に立った自治会運営
説明会を行う。

291

コミュニティ協議会主事に対する男女共同参画の視
点に立った活動発表や、地区コミ会長に向けた研修
会を開催した。
・4/22 地区ｺﾐｭﾆﾃｨ主事連絡会活動発表 52人
・11/6 48地区ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会会長研修 44人

220
引き続き、男女共同参画の視点に立った地域づくり
やコミュニティ組織への女性の参画拡大に向けた研
修等を行う。

220
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

生きがいづくりの推進 社会教育課

高齢者リーダー等の養成 社会教育課

シニア世代の社会参加の促進 社会教育課

高齢者クラブの活動の促進 高齢・介護福祉課

女性や子どもに対する犯罪の発生を予防
するための取組の実施

防災安全課

高齢者の見守り活動の促進 高齢・介護福祉課

防犯灯設置費補助事業 地域政策課

環境課

観光・シティセー
ルス課

観光、国際交流、環境等分野における男
女双方のニーズへの配慮、女性の参画の
拡大及び人材の育成

　
９
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進

　
⑵
　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
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た
地
域
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ニ
テ
ィ

活
動
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様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進

②男女共同参画の視点に立った高齢男女の社会
参加の促進

③男女共同参画の視点に立った安全・安心なま
ちづくりの推進

④男女共同参画の視点に立った観光、国際交
流、環境等分野の取組の推進
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

高齢者を含む多くの市民が生きがいに満ちた充実し
た人生を創造するヒントを与えられるよう、社会教
育講演会を実施した。(参加者 163人)

100
引き続き、高齢者を含む多くの市民が生きがいに満
ちた充実した人生を創造するヒントを与えられるよ
う、社会教育講演会を実施する。

100

県と連携し、高齢者団体の運営や活動に必要な知識
や技術を習得する高齢者団体指導者養成事業に参加
した。(参加者 16人)

－
引き続き、県と連携し、高齢者団体の運営や活動に
必要な知識や技術を習得する研修会に参加する。

－

高齢者向け市民大学を開講し、シニア世代の社会参
加を促進した。(6講座 受講者総数1,474人)

210
引き続き、高齢者向け市民大学を開講し、シニア世
代の社会参加を促進する。

220

生きがいと健康づくり、地域の見守り等を行う高齢
者クラブ連合会及び単位高齢者クラブの活動に補助
金を交付した。
●高齢者クラブ数：119団体
●会員数：5,588人

19,569
引き続き、生きがいと健康づくり、地域の見守り等
を行う高齢者クラブ連合会及び単位高齢者クラブの
活動に補助金を交付する。

20,743

①薩摩川内地区防犯協会、地域自主防犯組織等と一
体となった防犯パトロール等防犯対策を実施した。
②児童・生徒に対する防犯対策として、学校で不審
者訓練を実施し、防犯に関する合言葉「いかのおす
しとかぼちゃ」を周知した。
③小学校新１年生に対し「いかのおすしとかぼ
ちゃ」を掲載したクリアファイル等の防犯グッズを
配布した。
④防犯協会に依頼し、看護学校・公共施設等におい
て、女性に対し護身術を活用した不審者訓練を実施
した。
⑤広報紙や市ＨＰ、ＦＭさつませんだいを活用し防
犯対策の啓発を図った。

－

①薩摩川内地区防犯協会、地域自主防犯組織等と一
体となった防犯パトロール等防犯対策を実施する。
②児童・生徒に対する防犯対策として、学校で不審
者訓練を実施し、防犯に関する合言葉「いかのおす
しとかぼちゃ」を周知する。
③小学校新１年生に対し「いかのおすしとかぼ
ちゃ」を掲載したクリアファイル等の防犯グッズを
配布する。
④防犯協会に依頼し、看護学校・公共施設等におい
て、女性に対し護身術を活用した不審者訓練を実施
する。
⑤広報紙や市ＨＰ、ＦＭさつませんだいを活用し防
犯対策の啓発を図る

－

生きがいと健康づくり、地域の見守り等を行う高齢
者クラブ連合会及び単位高齢者クラブの活動に補助
金を交付した。

－
引き続き、生きがいと健康づくり、地域の見守り等
を行う高齢者クラブ連合会及び単位高齢者クラブの
活動に補助金を交付する。

－

自治会通り会等が防犯灯を設置した場合に補助金を
交付した。（126件）

5,804
引き続き、自治会通り会等が防犯灯を設置した場合
に補助金を交付する。

5,957

花いっぱいまちづくり推進協議会に女性を登用（23
名のうち11名）し、推進にあたっての協力や活動に
対して男女共同参画の視点に立った意見を取り入れ
た。

96

花いっぱいまちづくり推進協議会に女性を登用（23
名のうち11名）し、推進にあたっての協力や活動に
対して男女共同参画の視点に立った意見を取り入れ
る。

120

観光物産協会において、男女双方のニーズへ対応し
た旅行商品等の開発を行うため、女性の参画を進
め、人材育成を行った。
また、甑島のインタープリターを含む公認ガイドに
ついても女性の参加を求め人材育成を行った。

－

引き続き、観光物産協会において、男女双方のニー
ズへ対応した旅行商品等の開発を行うため、女性の
参画を進め、人材を育成するとともに、甑島のイン
タープリターを含む公認ガイドについても女性の参
加を求め人材を育成する。

－
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

重点
目標

施策の
方向

施策の概要 主な取組 担当課

①防災に関する政策・方針決定過程への女性の
参画の拡大

防災会議における女性の登用の推進 防災安全課

全国女性消防団員活性化大会参加、女性
消防団員の採用、普通救命講習会受講

警防課

防災分野への男女共同参画の促進 防災安全課

防災安全課

予防課

男女共同参画の視点に立った避難所運営 防災安全課

①復興に関する施策・方針決定過程への女性の
参画拡大

復興に関する各種会議等への女性の参画
拡大

都市計画課

②復興施策への男女共同参画の視点の導入 復興施策への男女共同参画の視点の導入 関係各課

１０

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
・
復
興
体
制
の
確
立

　
⑴
　
防
災
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に
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る
女
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の
参
画
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な
ど
男
女
共
同
参
画
の
推
進

②防災の現場における女性の参画の拡大

③防災施策への男女共同参画の視点の導入

女性、高齢者、障害者、外国人等にも配
慮した防災教育及び防災情報提供の促進

　
⑵
　
復
興
に
お
け
る

　
　
　
男
女
共
同
参
画

　
　
　
の
推
進
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第２次薩摩川内市男女共同参画基本計画　実施計画　進捗状況

令和元年度実施結果
R元年度
決算額
（千円）

令和２年度実施計画
R2年度
予算額
（千円）

防災会議委員30名のうち、2名の女性委員を委嘱し
た。

0
今後も、女性団体からの選任を考慮し、防災会議に
おける女性の登用を推進する。

34

①県及び全国女性団員活性化大会へ参加した。
 ※県19人・全国3人
②入団促進用チラシ及びリーフレットの配布により
女性団員の入団促進を図った。（9人）
③応急手当普及員として普通救命講習会へ参加し
た。（20回23人）

423

①県及び全国女性団員活性化大会へ参加する。
②女性団員の入団促進を図る。
③応急手当指導員として普通救命講習会へ参加す
る。

772

地区コミュニティ協議会に防災サポーターを推薦依
頼する際、女性の推薦について配慮をお願いし、3名
の女性に対し防災サポーターを委嘱した。

69
自主防災組織の中で女性の役割が重要であることか
ら、自主防災組織における女性役員の登用推進を働
きかける。

－

地区コミュニティ協議会や自治会（自主防災組織）
を対象とした防災出前講座等において、男女共同参
画の視点を取り入れた災害対策等について周知を
図った。

－

防災出前講座等において、女性・高齢者・障害者な
どの意見を聞きながら、男女共同参画の視点を取り
入れた防災施策を研究、実施していく。
また、防災マップに掲載の防災情報の外国語版化、
市ＨＰによる公開について研究する。

－

防災研修センターにおいて、市民等を対象とした体
験型の防災学習・研修を実施した。
令和元度入館者数　7,966人

－
引き続き、防災研修センターにおいて、体験型の防
災学習・研修を実施する。

－

災害対策詰所要員や防災サポータ―に対し、避難所
運営に当たっては、男女のニーズの違いに配慮する
など、男女共同参画の視点に立った避難所づくりに
ついて説明を行った。
避難所運営が必要な災害は発生しなかった。

－

引き続き、薩摩川内市避難所マニュアルをもとに、
避難所運営の際は、避難所運営委員会委員への女性
の参画を推進する。また、自主防災組織の訓練等に
おいて積極的に炊き出し訓練などを計画し、女性の
参加しやすい環境づくりを進める。

－

復興に関する各種会議等への女性の参画拡大を図っ
た。
・薩摩川内市都市計画審議会委員
　　　2人（女性）／16人（全体）
・薩摩川内市景観審議会委員
　　　3人（女性）／10人（全体）

229

引き続き、復興に関する各種会議等への女性の参画
拡大を図る。
・薩摩川内市都市計画審議会委員
　　　2人（女性）／16人（全体）
・薩摩川内市景観審議会委員
　　　3人（女性）／10人（全体）

360

女性、子供・若者、高齢者、障害者、外国人等を含
めた多様な住民ニーズや地域課題の把握を行った。

－
引き続き、女性、子供・若者、高齢者、障害者、外
国人等を含めた多様な住民ニーズや地域課題の把握
を行う。

－
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